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12月 定例会 (■ )

開 催 日 時

開 催 場 所

1開   会

2 前口線 の濡

3 教育長報告

4協   議

令和元年 12月 13日 (金)

県庁行政練「教育委員会箋

15時 00分

(1)令和 2年度「長崎つ子の心を見つめる教育週間」について

5 報
t   

告

(1)令和 2年度公立小 .中学校管理職員選考試験の結果について

(2)高校工の活躍にういて
｀

(児童生徒支援室)

(義務教育課)

(高校教育課)





(件 名 )

令和 2年度「長崎つ子の心を見つめる教育週間」について

(概 要 )

1 背 景   ｀

(1)過去に起きた痛ましい事件を風化 させず、三度 と起こさない。
O 平成15年 男子誘拐殺人事件

O 平成16年 小6同級生殺害事件

① 平成26年 佐世保市内女子高生逮捕事案

(2)各学校を基点とした、家庭・地域との子育てネットワークを構築する。
① 平成 8年 子どもの心と向き合 う教育旬間
O 平成13年  ココロねっこ運動

―O 平成16年  「長崎っ子の心を見つめる」教育週間

(3)小学校から高校までの児童生徒の12年間の健全育成に資するため、「51継ぎンー

ト」の活用や福祉等の関係機関との連携を推進していく。     |
○ 平成27年 「児童生徒のための継続的な指導・支援のための引継ぎガイドライ

ン」策定

0   同  「学校と関係機関との連携マニュアル」作成

2.趣 旨

本県では、すべての公立学校で教育活動を公開する教育週間を設定し、、学校と保
護者や地域住民が連携して、「地域の子どもは地域ではぐくむ」という気運を高め、
“いのちを輝かせて生きる心豊かな長崎つ子の育成"に努めてきた。
ネット環境を含め、児童生徒を取り巻く生活環境が大きく変熔する中において、「Jb

豊かな長崎つ子の育成」を目指す本県教育の特色あるこの取組は、これまでの成果を
生かしながら、推進する必要がある。

3.目 的

◎ ぃのちを輝かせて生きる、心豊かな長崎つ子の育成
○ 命を大切にする心や思いやりの心の育成
○ あこがれや将来への志の育成
〇 あいさつやマナーの向上

協 議 事 項 (1)
児童生徒支援室
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4.運営上の工未・改善点

(1)各学校における取組内容を検討する時間を確保

O 前年度中に実施要項を作成し、送付することで、各学校の取組のさらなる

を図る。

(2)PTAと の連携の強化

O ttPTA連合会、県公立高等学校PTA連合会に対して実施要項等を配付・

知し、各学校における連携の強イヒを図る。

また、役員による県教育委員訪関校への参観を案内し、県下の取組意識の向

を目指す。                 `

(3)情報モラル教育教材「SNSノ ート・ながさき」活用の充実

O 今年度「SNSノ ‐卜・ながさき」を使用した教員対象のアンケートをもとに、

県教委・LINE社 に加えて長崎大学とも連携して効果検証を行う。その結果

各学校に還元することで、児童生徒の情報モラルの一層の向上を図る。
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報  告 、 事  項 (1)
義 務 教 育 課

刊ヽ 試験日程

第 1次試験 期 日

会 場

方 法

令和元年 3月 3日 (土 )

長崎県教育センター

校長 :論文

教頭 :筆記試験(論文

令和元年 10月 1日 (火)～ 29日 (火 )

長崎県庁行政棟

校長 :面接

教頭 :面接

第 2次試験 期 間

会 場

方 法

? 選考試験結果 (前年度比較)

※ (  )は女性で内数

3 名簿登載及び通知

各市町教育委員会あて

本人あて '

令和元年 12月 2日 (力 )

令和元年 12月 3日 (火 )

平成 31年度

倍 率

4.0

3.8

登載者数

69(7)

78(12)

受験者数

273(12)

294(22)

令和 2年度

倍 率

3.5

3.3

登載者数

82(6)

89(17)

受験者数

288(12)

290(33)

校

長

教

頭

件  名
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概  要

件  名

1 謙早農業高等学校

∵
)臨

鞠 錢 麹 蘊 轟ミ基)

(2)成  績

全1科
学卍:葦

橿薬貴負島で蓬貢義部科学大臣賞
(3)内 容 等

大会日程 :10月 23日 ～ 24日
<プロジェクト発表Ⅱ類 (開発・保全・創造)>
大会会場 :名取市文化会館 (官城県名取市)

発表題目 :「長崎温州みかんが生み出す新たな地域興 し

～諌早伝統菓子 おこしの開発と廃棄物再生計画～」
内  容 :廃棄される規格外みかんを諌早のおこしと組合せ、「みかん

おこし」を開発し、企業と共同で商品化。さらにみかんを
加工する際に発生する果皮や薄皮を椎茸栽培の菌床に活用
し、椎茸生産に成功した。

出 場 者 :全国9プロックの代表 9チ■ム

2 長崎工業高等学校

(1)大 会 名 等
「第 19回高校生ものづくリコンテス ト全国大会 (近畿大会)」

(主催 :公益社団法人全国工業高等学校長協会)

２

　

　

　

３

(

(

)成  績
電子回路組立部門 準優勝 情報技術科 3年 平村恵人

)内 容 等
大会日程 :11月 16日 ～ 17日
大会会場 :兵庫県立尼崎工業高等学校 (電子回路組立部門)

競技課題 :課題システムの製作と制御プログラムの作成
出 場 者 :10名 (各ブロック9名 、開催地 1名 )

全国9プロック及び開催地の校長会から推薦された生徒。
ただし、推薦できる人数は各 1名。

そ の 他 :7部門で開催
旋盤作業、自動車整備、電気工事、電子回路組立、
化学分析、木材カロエ、測量
(本県から旋盤作業、自動章整備、電子回路組立に出場)

高校生の活躍について

報 告 事 項 (2)
高 校 教 育 課
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O第 70回 日本学校農業クラブ全国大会の様子

諌早農業高校食品科学部
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祥続備農業環境の機条をψ)ざした
DNA廼体識別技術の摩澪賊究
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全国大会でのプロジエクト発表会

みかんのおこし(杉谷本舗 HPより)

※県庁売店、長崎物産館でも販売中(1箱 250円 )
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でん し芝,｀ いろくみたて

O高校生ものづくリコンテスト全国大会 (近畿大会)電子回路組立部門の様子

ひらむらけしヽと      ~

長崎工業高校 情報技術科 3年 平村恵人くん

競技時間 2時間30分 (150分 )

採点基準 設計力20、 組立技術30、 プログラミング技術40、

その他■0(作業態度、作業の安全性、清掃)

基板にセンサニやモーターなどを「はんだ付け」

作成した基板を制御するプコグラムを作成
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